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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体容器と、
　前記液体容器を閉じるための蓋と、を備える装置であって、
　前記蓋は、一体型ポンプキャップを備え、
　前記一体型ポンプキャップは、
　　前記液体容器への取り入れポートと連結されたポンプと、
　　前記液体容器から液体を分注するように構成された出口ポートと、
　　適合するモータベース内の対応する歯と係合する歯を備えるモータ連結具と、を備え
、
　　前記モータ連結具は、前記液体容器の内容物が前記出口ポートを通って分注されるこ
とができるように、回転されて前記ポンプを駆動し、
　前記液体容器は、外装容器及びインナーライナーを備え、前記蓋が前記外装容器及び前
記インナーライナーを閉じ、前記インナーライナーが前記外装容器の上側縁部に載るリム
を開放端部に有し、前記一体型ポンプキャップが前記液体容器に取り外し可能に連結され
ることにより、前記インナーライナーのリムが前記外装容器の上側縁部と前記一体型ポン
プキャップとの間で圧縮されている、装置。
【請求項２】
　液体容器と、歯を備えるモータベースと、
　前記液体容器を閉じるための蓋と、を備えるシステムであって、
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　前記蓋は、一体型ポンプキャップを備え、
　前記一体型ポンプキャップは、
　　前記液体容器への取り入れポートと連結されたポンプと、
　　前記液体容器から液体を分注するように構成された出口ポートと、
　　前記モータベース内の歯と係合する歯を備えるモータ連結具と、を備え、
　　前記モータ連結具は、前記液体容器の内容物が前記出口ポートを通って分注されるこ
とができるように、回転されて前記ポンプを駆動し、
　前記出口ポートから分注された液体を受容するように構成された装置を更に備え、
　前記液体容器は、外装容器及びインナーライナーを備え、前記蓋が前記外装容器及び前
記インナーライナーを閉じ、前記インナーライナーが前記外装容器の上側縁部に載るリム
を開放端部に有し、前記一体型ポンプキャップが前記液体容器に取り外し可能に連結され
ることにより、前記インナーライナーのリムが前記外装容器の上側縁部と前記一体型ポン
プキャップとの間で圧縮されており、
　前記モータベースの歯は、前記ポンプを駆動して特定の量の液体を前記装置内に分注す
るように前記モータ連結具の歯と係合する、システム。
【請求項３】
　特定の量の液体を分注する方法であって、
　特定の量の液体を分注するためのコマンドを受信することと、
　液体容器と連結されたモータベース内のモータを始動することと、を含み、
　前記液体容器は、一体型ポンプキャップを備える蓋によって閉じられ、
　前記一体型ポンプキャップは、
　　前記液体容器への取り入れポートと連結されたポンプと、
　　前記液体容器から液体を分注するように構成された出口ポートと、
　　前記モータベース内の歯と係合する歯を備えるモータ連結具と、を備え、
　　前記モータ連結具は、前記液体容器の内容物が前記出口ポートを通って分注されるこ
とができるように、回転されて前記ポンプを駆動し、
　前記特定の量の液体が前記液体容器から分注されたら前記モータを停止させることを更
に含み、
　前記液体容器は、外装容器及びインナーライナーを備え、前記蓋が前記外装容器及び前
記インナーライナーを閉じ、前記インナーライナーが前記外装容器の上側縁部に載るリム
を開放端部に有し、前記一体型ポンプキャップが前記液体容器に取り外し可能に連結され
ることにより、前記インナーライナーのリムが前記外装容器の上側縁部と前記一体型ポン
プキャップとの間で圧縮される、方法。
【請求項４】
　前記インナーライナーが、前記液体容器の前記インナーライナーから液体が取り出され
ると圧潰する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記インナーライナーが、前記液体容器の前記インナーライナーから液体が取り出され
ると圧潰する、請求項２に記載のシステム。
【請求項６】
　前記インナーライナーが、前記液体容器の前記インナーライナーから液体が取り出され
ると圧潰する、請求項３に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本明細書は液体を分注することに関する。
【０００２】
　多くのプロセスは、分注されるべき液体を必要とする。液体は、手動による注入から機
械的な注入装置に至る多くの方法で分注されることができる。液体を分注するための多く
の従来の技術は、精度及び漏れ（spilling）の問題を有し得る。
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【０００３】
　様々な形状及び色のプラスチック物品を形成するために、射出成形機が使用される。着
色プラスチック物品を作るため、射出成形システムは、典型的には、最終成型プラスチッ
ク物品の色に対応したプラスチック樹脂の予め着色されたペレット又はビーズを母材とし
て使用する。所望の色の成型プラスチック物品を形成するために、予め着色されたプラス
チック樹脂を溶解させた後、成形型に注入する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本明細書は、液体材料を分注することに関連した技術を記載する。
【０００５】
　広くは、本明細書に記載される主題の１つの革新的な態様は、容器への取り入れポート
及び、ポンプが作動されると容器から液体を分注するように構成された出口ポートと連結
されたポンプを備える一体型ポンプキャップと連結される容器を備える装置で実施するこ
とができる。
【０００６】
　広くは、本明細書に記載される主題の別の革新的な態様は、一体型ポンプキャップと、
特定の量の液体を分注するために一体型ポンプキャップの中のポンプを駆動するように構
成された、液体容器と連結されたモータと、液体容器から分注された液体が装置によって
受容されるように液体容器と連結された装置と、を備える液体容器を含むシステムで実施
することができる。
【０００７】
　広くは、本明細書に記載される主題の更なる革新的な態様は、特定の量の液体を分注す
るためのコマンドを受信する行為と、一体型ポンプキャップの中のポンプを含む液体容器
と連結されたモータを開始する行為と、特定の量の液体が液体容器から分注されたらモー
タを停止させる行為と、を含む、特定の量の液体を分注する方法で実施することができる
。本態様の他の実施形態は、対応のシステムと、装置と、コンピュータの記憶装置上にエ
ンコードされた、前記方法の行為を実施するように構成されたコンピュータプログラムと
を含む。
【０００８】
　これら及び他の実施形態は、それぞれ、以下の特徴の１つ以上を任意に含むことができ
る。容器は１つ以上の構成要素を備えることができる。例えば、容器は、剛性又は可撓性
であり得るカップの形態の単一構成要素であってもよい。容器は、脱気孔が開けられたと
きに容器内部の圧力と大気圧の平衡を保たせるための脱気孔を有してもよい。あるいは、
容器は、ポンプキャップに連結された場合に、閉じたシステム（即ち、脱気孔を有さない
システム）を形成してもよい。容器が閉じたシステムに組み込まれたとき、液体が容器か
らポンプで送りだされると容器が圧潰するように、容器は十分に可撓性であってもよい。
容器は、剛性であり得る外装容器及び可撓性であり得るインナーライナーなどの、２つ以
上の構成要素を備えてもよい。外装容器は、開いたままである通気孔、又は、例えば、テ
ープのストリップ又は弁を使用して開閉することができる通気孔を含んでもよい。インナ
ーライナーは、液体が容器からポンプで送りだされると圧潰してもよい。
【０００９】
　Ｇ－ロータポンプ、蠕動ポンプ、注射器ポンプ、又はエラストマー隔膜ポンプなどの様
々なポンプを、一体型ポンプキャップに組み込むことができる。
【００１０】
　本明細書に記載される主題の特定の実施形態は、以下の１つ以上の利点を実現するよう
に実施され得る。一体型ポンプキャップにより、正確な量の液体を制御されたやり方で分
注することが可能となる。漏れが低減するだけでなく、液体の不十分な注入又は過剰な注
入のリスクを制限する。一体型ポンプキャップを備える使い捨ての容器は、洗浄を容易に
し、かつ分注する液体の汚染を低減することができる。一体型ポンプは、より低い製造コ
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ストを達成するため及び容易な廃棄性を考慮してプラスチック材料から形成され得るが、
ポンプ注入される材料の性質又はその他の状況が正当である場合には、一体型ポンプは、
金属、又は金属とプラスチック成分の混合物で形成され得る。
【００１１】
　液体着色剤を使用する着色プラスチックの射出成形は、成形コストを低減することがで
きる。中間色の母材を全ての色に使用することができるので、成形業者は多種多様な着色
母材を維持する必要がない。更に、着色のためにすでに溶解されたことがある着色された
母材となるプラスチック材料の再加熱から熱履歴を排除することにより、色品質を改善す
ることができる。また、液体着色剤の使用は、付加的加工、例えば、予め着色された母材
となるプラスチック材料の乾燥を直接排除するので、母材を乾燥するための時間及び費用
が節約される。
【００１２】
　本明細書に記載される主題の１つ以上の実施形態の詳細は、添付図面及び以下の説明に
おいて詳述される。本主題の他の特長、態様、及び利点は、説明、図面、及び特許請求の
範囲から明らかとなるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】分注システムの例。
【図２】一体型ポンプキャップを有する液体容器の例。
【図２Ａ】一体型ポンプキャップを有する液体容器の例の分解組立図。
【図３】一体型ポンプキャップの例を示す図。
【図４】一体型ポンプキャップの例の切り欠き図。
【図５】一体型ポンプキャップの例の別の切り欠き図。
【図６】一体型ポンプキャップの例の断面図。
【図７】液体を分注するための実例プロセスのフローチャート。
【図８】射出成形システムの例のブロック図。
【図９】射出成形システムにおいて着色剤を分注するための実例プロセスのフローチャー
ト。
【００１４】
　種々の図面での同様の参照番号及び表記は、同様の要素を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　容器用の一体型ポンプキャップは、容器から液体を正確に分注するのを可能にすると同
時に、溢流及び汚染のリスクを低減することができる。接着剤、セメント、着色剤、コー
ティング、洗剤、エポキシ樹脂、染料、充填剤（例えば、ボディ充填剤）、ナノ材料、油
、塗料（例えば、自動車塗料）、ペースト、顔料、高分子添加物（有機又は無機であり得
る）、シーラント、染色剤、トナー、ワニス、及びワックス等を含む、広範囲の粘度を有
する様々な液体を、ポンプによって分注することができる。液体は、純液（neat）（濃縮
物など）であっても、又は分散液、溶液、若しくは懸濁液の形態であってもよい。
【００１６】
　特定の量の液体を分注するために、駆動モータは一体型ポンプキャップと連結され得る
。いくつかの実施又は実施形態において、駆動モータに応答して液体を容器からポンプ注
入するために、容器のキャップの中にＧ－ロータポンプが組み込まれる。しかしながら、
ポンプ注入される材料の性質、及び用途特有のその他の考慮事項（例えば、費用、効率、
精度、寸法、重量、可動部品をキャップに組み込むことができるかどうか又は可動部品を
キャップから離れて分離すべきかどうかなど）に応じて、蠕動ポンプ、注射器ポンプ、又
はエラストマー隔膜ポンプなどの多くの他の種類のポンプをキャップに容易に組み込むこ
とができる。
【００１７】
　いくつかの実施において、着色プラスチック物品を製造するために、液体着色剤が射出
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成形装置に分注されるが、例えば、ブロー成形装置、射出ブロー成形装置、押出成形装置
、及び回転成形装置などの他のタイプの成形装置を使用することが可能である。具体的に
は、中間色のプラスチック母材（例えば、プラスチック樹脂のペレット又はビーズ）を成
形装置で加熱することができる。有利には、プラスチック母材はその「天然」色（即ち、
染料、顔料、又は他の着色剤を添加していないプラスチック樹脂の固有の色）を有し得る
。プラスチック母材は、白、ベージュ、灰色、又はその他の天然色であってもよく、透明
、半透明、又は不透明であってもよい。溶解したプラスチック母材がしかるべく着色され
るように、正確な量の液体着色剤が中間色のプラスチック母材に添加され得る。着色剤の
量は、プラスチック母材の性質、着色剤、所望の色等によって様々であるが、約０．５重
量又は容量％～３重量又は容量％が一般的に有用である。次に、着色された溶解プラスチ
ックが、注入又は押出しにより、形成されることになるプラスチック物品の形状又は輪郭
を有する型穴又は押出ヘッドの中に供給され、該プラスチック物品は、例えば、瓶、フィ
ルム、又はプラスチック成形装置によって常法により製造されるその他の多くの製品であ
り得る。本発明は、特に、成形装置に液体着色剤を供給するためのディスペンサとの関係
において記載されるが、これは１つの好ましい用途を例示しているに過ぎない。本明細書
で開示される本発明は、前述のように様々な液体を分注するために用いられることができ
、分注する液体は、成形装置以外の装置（例えば、混合若しくはブレンド装置、又は容器
を充填する装置）に供給されてもよく、又は、直接的な最終用途用として供給されてもよ
い（例えば、噴霧液体又は押出ペースト）。
【００１８】
　図１は、分注システム１００の例を示す。分注システムは、モータベース１０２と、一
体型ポンプキャップ１０６を有する容器１０４とを含む。モータベース１０２は、一体型
ポンプキャップ１０６内に受容されているポンプを駆動するためのモータ（個別に図示せ
ず）を備える。モータは、一体型ポンプキャップ１０６と係合する駆動軸を駆動するよう
に構成された交流又は直流電動モータ（例えば、ステッピングモータ、サーボモータ等）
であり得る。あるいは、モータは、一体型ポンプキャップ１０６と係合する駆動軸にエネ
ルギーを伝達するように構成されているのであれば、空気式、油圧式、圧電式、機械的（
例えば、ラックアンドピニオ、クランク軸、カム、又は他の類似の機構を用いる）、又は
手動であり得る。設計の単純化及び容易化のため、回転エネルギーを駆動軸に伝達するモ
ータを有するのが好ましいが、線状エネルギー伝達を用いることも可能である。
【００１９】
　モータベース１０２はまた、例えば、コマンドに従って特定の量の液体を放出するため
に特定のコマンドを入力することができるように、プログラマブルコントローラを別個の
ユニットとして又はモータ自体の一部として備えることができる。この量は、分注する液
体の重量に基づくことができる。例えば、あるコマンドは、１グラムの液体が分注される
ようにモータを作動させることができる。第２のコマンドは、２グラムの液体を分注する
ようにモータを作動させることができ、以下同様である。このように、特定の液体を用途
に応じて異なる量で分注することが可能となる。例えば、所望の色及び着色されることに
なるプラスチック材料の量に応じて、異なる量の液体着色剤を分注することができる。い
くつかの他の実施において、モータコマンドは、重量によってではなく容量（例えば、プ
ログラムされたミリリットル数）によって液体を分注するように調整されてもよい。
【００２０】
　コントローラは、所与のモータ速度に対するポンプの特定の流量に基づいて、モータ駆
動時間を算出する。モータ駆動時間は、分注される特定の液体によって（例えば、液体の
粘度の関数として）決定され得る。このように、モータ速度及び流量を用いて、特定の量
（重量又は容量）の液体を分注するためのモータの動作時間を算出することができる。
【００２１】
　モータベース１０２は、例えば、特定の液体を分注するためのコマンドを入力するため
のインターフェースを備えることができる。例えば、１つ以上のインタフェースコントロ
ールは、ユーザーが、メニュー、コマンドコード、又は両方の組み合わせを用いて（例え
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ば、ボタン、タッチスクリーンインターフェース、又は他の入力を使用して）特定のコマ
ンドを指定するのを可能にし得る。
【００２２】
　あるいは、いくつかの他の実施において、モータベース１０２は、制御インターフェー
スを提供する別の装置（例えば、コンピューティングデバイス）と連結される。コンピュ
ーティングデバイスは、モータベース１０２を制御しかつユーザーインターフェースを提
供するソフトウェアを有することができる。ユーザーインターフェースにより、ユーザー
は液体を分注するためのコマンドを提供することが可能となり得る。
【００２３】
　図２及び図２Ａは、一体型ポンプキャップ２０２を有する液体容器２００の例の図２０
１を示す。液体容器２００は、剛性で再利用可能な又は使い捨ての外装容器２０３と、外
装容器内に位置付けられた使い捨ての可撓性ライナー２０５と、を備える。外装容器は、
液体容器２００運ぶ際の構造的安定性を提供することができる。外装容器は、例えば、ね
じ付きリング２０４を使用して、一体型ポンプキャップ２０２と取り外し可能に連結され
ることができる。ねじ付きリング２０４は、キャップと一体に形成されるか、又は別個の
部品であることができる。リング２０４上のねじは雄又は雌ねじであり得、外装容器に形
成されたねじと相補的に噛み合う。ねじ付きリング２０４は、容器２００上での一体型ポ
ンプキャップ２０２の位置を維持するためにも使用することができる。ねじ付きリング２
０４は、図２では一体型ポンプキャップ２０２を容器２００に取り外し可能に連結するも
のとして示されているが、「迅速な接続」能力を提供するのに有用であり得る、例えば、
差込式コネクタ、スナップタブ又はスナップウィングなどの他の連結機構を使用してもよ
い。あるいは、一体型ポンプキャップ２０２は、これら２つの構成要素間の締まり嵌め又
は摩擦締まり嵌めによって容器２００と連結されてもよい。
【００２４】
　一体型ポンプキャップ２０２は、剛性の外装容器２０３又は可撓性ライナー２０５と連
結されることができる。上記の連結機構は、剛性の外装容器にポンプを結合するのに特に
適している。例えば、外装容器２０３の上側縁部２０９に載るリム２０７を開放端部を有
するライナーに形成することにより、更なる安定性を得ることができる。上述の技術によ
って一体型ポンプキャップを外装容器に固定することにより、ライナーのリムを外装容器
の上側縁部とポンプキャップとの間で圧縮することができる。
【００２５】
　一体型ポンプキャップ２０２が可撓性ライナーと連結される場合、連結は、ポンプキャ
ップとライナーとの間の摩擦嵌めによって、又は、例えば、超音波溶接又は接着剤を用い
てポンプキャップ２０２をライナーに封着することによって達成され得る。
【００２６】
　図２Ａに示されるように、外装容器２０３は、開いたままである通気孔２０３Ａ、又は
、例えば、テープのストリップ又は弁を使用して開閉されることができる通気孔を含んで
もよい。これによって、通気孔２０３Ａが開いている場合、液体が容器からからポンプで
送りだされるにつれてライナー２０３が圧潰し、それにより流体全てを分注するのが容易
となり得る。このように、可撓性インナーライナーとポンプキャップとの組み合わせは、
液体が分注されるにつれて圧潰する密閉液体容器を提供する。この通風孔のない構造によ
り、液体の汚染の危険性が減少した気密性の高い分注が可能となる。例えば、ある液体、
例えば、空気に暴露されると硬化する液体は、酸素と反応する可能性がある。ある液体は
、液体の機能を損ない、更には分注を妨げる可能性のある空気中の微粒子で容易に汚染さ
れ得る。可撓性ライナーは、様々な可撓性材料、例えば、低密度ポリエチレンで構成され
得る。
【００２７】
　外装容器とインナーライナーとを備える液体容器２００が記載されているが、液体容器
は、ライナーのない容器の形態の単一構成要素であってもよい。容器は、剛性であっても
、又は可撓性であってもよく、また、脱気孔が開けられたときに容器内部の圧力と大気圧



(7) JP 5997165 B2 2016.9.28

10

20

30

40

50

の平衡を保たせるための脱気孔を有していてもよい。可撓性容器は、様々な可撓性高分子
材料（例えば、低密度ポリエチレン）で構成されることができ、あるいは更なる強度又は
耐久性が所望される場合には、Ｅｌｖａｘ（登録商標）などのＥＶＡ（エチレン酢酸ビニ
ール）樹脂で構成されてもよい。
【００２８】
　一体型ポンプキャップ２０２はモータ連結具２０６を備え、このモータ連結具２０６は
、図で示した実施形態では、図１に示されるモータベース１０２内の駆動構成要素の対応
する回転に応答して中心軸を中心に回転する。図のように、モータ連結具２０６は、モー
タベース１０２内の対応する歯群と係合することができる多数の歯を備えている。したが
って、これら歯によってモータ連結具２０６に連結された回転駆動軸をモータが駆動する
と、容器２００の内容物が出口ポート２０８を通って分注されることができるように、モ
ータ連結具２０６が回転されてポンプを駆動する。歯は、モータからポンプへのエネルギ
ーの伝達を容易にするように成形され得る。この手法の多くの変形が可能である。例えば
、モータベース１０２及びモータ連結具２０６は、同じ数の係合歯又は異なる数の係合歯
を有してもよく、あるいは、例えば摩擦係合又は電磁結合によって噛み合う歯車を使用せ
ずに相互に作用してもよい。設計の単純化及び容易化のため、モータが駆動軸に回転エネ
ルギーを伝達するのが好ましいが、例えば、ラック・アンド・ピニオン機構による線状エ
ネルギー伝達を用いることもできる。有利には、ポンプキャップ２０２は、異なる容器２
００の洗浄及び取り付けを容易にするために、モータベース１０２から道具を使わずに容
易に取り外されることができる。
【００２９】
　図３は、一体型ポンプキャップ３００の例の図をより詳細に示す。一体型ポンプキャッ
プは、ハウジング３０２と、容器連結具３０４（ハウジング３０２の一部として又はハウ
ジング３０２と別個で）と、出口ポート２０８と、モータ連結具２０６と、を備える。図
３の実施形態及び他の実施形態では、一体型ポンプキャップ及びその構成要素は、より低
い製造コストを達成するため及び容易な廃棄性を考慮して、プラスチックから形成され得
るが、ポンプ注入される材料の性質又はその他の状況が正当である場合には、一体型ポン
プキャップは、金属、又は金属とプラスチック成分の混合物で形成されてもよい。
【００３０】
　図３を参照すると、一例として、ポンプキャップのハウジング３０２は、単一部品とし
て形成されてもよく、又は、取り外し可能に一体に取り付けられる若しくは（例えば、超
音波溶接により）一緒に固定される部品の組み合わせとして形成されてもよい。例えば、
ハウジング３０２の一部は、容器２００（外装容器又はライナーのいずれか）に嵌合する
ように構成された蓋であり得る。容器から流体を分注するためのポンプを含むポンプハウ
ジングをその中に連結するための開口を形成するために、蓋の一部は取り外し可能である
。いくつかの他の実施において、ポンプハウジングは、蓋の開口の一方の側に位置付けら
れる第１の部分と、蓋の開口のもう一方の側に位置付けられる第２の部分とを含み、これ
ら２つの部分は、該部分を互いに及び蓋に係止するために係合するように構成される。漏
液を防止するため、蓋とポンプハウジングの一部との間にｏリング若しくは他のシール又
はガスケットを位置付けることができる。いくつかの代替的実施では、ポンプハウジング
と蓋とを固着するために、ポンプハウジングは（例えば、超音波溶接により又は接着剤を
使用して）蓋に結合される。他の実施では、ポンプハウジングは、容器を閉じるための蓋
と一体に形成されることができる。
【００３１】
　容器連結具３０４により一体型ポンプキャップ３００を容器２００に取り付けることが
できる（図２）。（図３に示されるような）いくつかの実施では、容器連結具３０４は、
容器２００に形成された相補的ねじと結合する雄ねじ又は雌ねじの形態である。他の実施
では、容器連結具３０４は、容器との締まり嵌め又は摩擦嵌めを提供するように構成され
る。更に他の実施形態では、容器連結具３０４は、（相補的係合構造体が容器側に形成さ
れている）差込式コネクタ、スナップタブ、スナップウィング等であってもよく、これは
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、「迅速な接続」能力を提供するのに有用であり得る。あるいは、容器連結具３０４は、
溶接部（例えば、超音波溶接部）として又はポンプキャップ３００と容器とを結合する接
着剤として提供されてもよい。図２に関して上述したように、出口ポート２０８は、ポン
プキャップ３００の中のポンプによって駆動されると容器から液体を出すように構成され
る。ポンプはモータ連結具２０６を使用して駆動される。
【００３２】
　図４は、一体型ポンプキャップの例の更なる詳細を図示する切り欠き図４００を示す。
切り欠き図４００は、モータ連結具２０６、出口ポート２０８、ねじ付きリング２０４を
使用して一体型ポンプキャップと連結された容器４０２、及びポンプ４０４の部分図を示
す。図４に示される一体型ポンプキャップの例では、ポンプ４０４はＧ－ロータポンプで
あるが、上で述べたように、蠕動ポンプ、注射器ポンプ、又はエラストマー隔膜ポンプな
どの多くの他の種類のポンプを代わりに使用してもよい。
【００３３】
　ポンプは、金属、プラスチック、他の材料、又はこれらの組み合わせから形成されるこ
とができる。例えば、いくつかの他の実施において、ポンプハウジングは、ガラス充填ナ
イロンから成形されるか、ないしは別の方法で製造され、歯車は、ポリテトラフルオロエ
チレン（例えば、Ｔｅｆｌｏｎ（商標））含浸アセタールから成形されるか、ないしは別
の方法で製造される。モータ連結具２０６が回転するか、ないしは他の方法で動くと、そ
の動きがポンプに伝達され、それにより、容器４０２からの正確な量の液体が、出口ポー
ト２０８を通って分注される。いくつかの他の実施では、一体型ポンプキャップは、モー
タ連結具２０６が下向きにモータと連結されるように、つまり、図１に示されるように使
用位置においてモータ連結具がモータの上方に来るように、モータに取り付けられる。し
たがって、液体が重力によってポンプ４０４の入口へと方向付けられるように、容器はポ
ンプ４０４の上方に位置付けられる。しかしながら、他の実施形態も企図される。例えば
、一体型ポンプキャップは、モータ連結具２０６が上向きにモータと連結されるように、
つまり、使用位置においてモータ連結具及び容器がモータの下方に来るように、モータに
取り付けられてもよい。かかる実施形態では、容器に圧力を加える（例えば、外装容器と
インナーライナーとの間の空隙に圧力を加える）ことによって、若しくは出口ポート２０
８から容器の底部まで延びるサイフォン管を取り付けることによって、又は膨張して液体
を容器から放出する袋を使用して、液体を容器から分注することができる。
【００３４】
　例示的なＧ－ロータポンプは、図５に関してより詳細に記載される。図５は、一体型ポ
ンプキャップの別の切り欠き図５００を示す。この切り欠き図５００では、Ｇ－ロータポ
ンプ４０４が上部から露出しており、ハウジング５０２の他の部分はそのまま（intact）
である。具体的には、図５に示されるように、モータ連結具２０６は軸５０４と連結され
る。軸５０４は、内側つまり第１のロータ５０６と更に連結される。内側ロータ５０６は
、外側つまり第２のロータ５０８内に中心からはずれて位置し、これと係合する。
【００３５】
　図５の実施形態では、モータ連結具２０６がモータによって回転されると、軸５０４が
回転する。軸５０４が回転すると、外側ロータ５０８内で内側ロータ５０６が回転する。
内側ロータ５０６が外側ロータ５０８と共に偏心して回転するように、外側ロータ５０８
は、内側ロータ５０６のロータローブの数よりも多くのスロットを有する。この回転は、
第１の位置で入口ポートが露出して、容器から内側ロータ５０６のローブ間の空隙の中ま
で流体を流すことができるようなものである。内側ロータ５０６及び外側ロータ５０８が
回転し続けると、ローブの間に出口が露出し、液体が出口ポート２０８を通ってポンプか
ら押し出される。外側ロータ５０８は内側ロータ５０６よりも遅い速度で周回し、それに
よって、スロットによって作り出されるチャンバの容量を交替及び変化させる。
【００３６】
　いくつかの他の実施では、ポンプは可逆的であり、液体を容器の外部から出口ポート２
０８（この構成では入口ポートと見なされる）を通って容器の中までポンプで送ることが
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できる。いくつかの他の実施では、液体を容器の外へのみポンプで送り出すことができる
ように、ポンプは非可逆的である。
【００３７】
　図６は、例示的一体型ポンプキャップの断面図６００をより詳細に示す。断面図６００
は、モータ連結具２０６、軸５０４、Ｇ－ロータポンプ４０４、及びハウジング３０２を
図示している。Ｇ－ロータポンプ４０４は、横から見ると円盤状であり、軸５０４が中心
から外れて交差している。具体的には、軸５０４は、外側ロータ５０８（図５）と中心か
ら外れて交差するが、内側ロータ５０６（図５）と実質的に中心で交差する。この中心か
ら外れた駆動軸５０４により、Ｇ－ロータポンプ構成要素の偏心回転が可能となる。
【００３８】
　図７は、液体を分注する実例プロセス７００のフローチャートを示す。便宜上、プロセ
ス７００は、プロセス７００を実施する分注システムに関して記載される。
【００３９】
　分注システムは、一体型ポンプを有する選択された液体容器を受容する（７０２）。例
えば、分注システムは、本明細書で上述したもののいずれかを含む多種多様な液体を分注
するために使用することができる。したがって、液体及びそれらの対応する容器を交換す
ることができる。例えば、液体着色剤に関しては、種々の色を提供するために、種々の色
を分注システムで使用することができる。同様に、単独で使用する塗料を分注することが
でき、又は混合色を形成するために、異なる色の塗料を分注して一緒に混合することがで
きる。
【００４０】
　選択された液体容器を受容する工程は、一体型ポンプを有する液体容器をモータに連結
することを含み得る。モータは、一体型ポンプのモータ連結具を受容するように構成され
た駆動軸連結具を有することができる。追加の連結も行うことができる。例えば、一体型
ポンプの出口ポートを、例えば、管又は他の液体経路を使用して、目的物（destination
）（例えば、容器、機械、又は他の場所）と連結させることができる。
【００４１】
　分注システムは、分注する液体の量を決定する（７０４）。分注量は、例えば、分注シ
ステムのインターフェースへのユーザー入力に応じて決定され得る。具体的には、ユーザ
ーは、特定の分注時間、分注量、又は特定のプログラムされた分注量に対応するコマンド
コードを入力することができる。入力されるコマンドコードは、分注されるべき液体に特
有であり得る。あるいは、又はこれに加えて、入力されるコマンドコードは、分注する液
体の用途に特有であり得る（例えば、射出成形装置の中の特定用量の中間色のプラスチッ
クを着色するのに必要な量）。
【００４２】
　分注システムは、液体を分注するためにモータを作動させる（７０６）。具体的には、
一体型ポンプを駆動するためにモータを作動させる。モータは駆動軸を回転させ、ないし
は別の方法で動かし、これにより、モータ速度、ポンプの構造、及び分注される液体の機
能に応じて正確な量の流体が分注されるように、一体型ポンプ構成要素の回転又は他の運
動が生じる。
【００４３】
　分注システムは、液体の分注を終了するために、モータの動作を停止させる（７０８）
。特定の量の液体が分注されると、一体型ポンプを停止するためにモータの動作が停止さ
れる。あるいは、モータの動作が停止した時点で実質的に正確な量の液体が分注されるよ
うに、ポンプ出口と目的物との間（例えば、分注管の中）に存在する、放出されることに
なるあらゆる残留液体を考慮するように、分注システムを調整することが可能である。次
に、分注された液体を様々な用途で使用することができる。
【００４４】
　図８は、射出成形システム８００の例のブロック図を示す。射出成形システム８００は
、母材となるプラスチック材料８０２（例えば、ホッパ内の樹脂のビーズ又はペレット）
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と、（前述のように、正確な量の液体を分注するための一体型ポンプを備えた容器内の）
液体着色剤８０４又は他の液体と、を含む。
【００４５】
　プラスチック材料８０２及び液体着色剤８０４は射出成形装置８０６に提供される。射
出成形装置８０６は、加熱装置８０８と成形型８１０とを備える。加熱装置８０８はプラ
スチック材料８０２を溶解し、その中に液体着色剤８０４を加えることができる。溶解し
たプラスチック材料８０２は、成形型８１０に注入され得る。成形型は、出力された所望
の着色成型プラスチック８１２に対応した型穴内に形成された形状を有する。他の成形シ
ステムを用いてもよく、それらの動作原理もまた、図８のブロック図から理解することが
できる。例えば、射出成形装置８０６は、ブロー成形装置、射出ブロー成形装置、押出成
形装置、又は回転成形装置であってもよく、成形型８１０は、プラスチック部品をもたら
す、所望の輪郭を有する押出ダイ又はヘッドにより与えられてもよい。
【００４６】
　図９は、射出成形システムにおいて着色剤を分注するための例示の工程９００の例のフ
ローチャートを示す。特定の色の成型プラスチックを作製するために、射出成型プラスチ
ックに添加する着色剤を特定する（９０２）。着色剤を射出成形装置と連結する（９０４
）。例えば、着色剤の容器用の一体型ポンプキャップの出口ポートを、射出成形装置の入
口と連結させることができる。
【００４７】
　射出成形サイクルごとの着色剤の添加量を決定する（９０６）。例えば、ユーザーは、
一体型ポンプキャップのポンプを駆動するモータのパラメータを、射出成形装置又は制御
インターフェースに入力することができる。いくつかの実施では、成形サイクルごとに正
確な量の着色剤が添加され得るように、コマンドは、射出成形機のタイミングサイクルと
関連する。
【００４８】
　射出成形サイクルを開始する（９０８）。射出成形サイクルを開始することは、母材と
なるプラスチック材料を溶解するために、母材となるプラスチック材料をホッパから射出
成形装置の加熱部分の中に放出することを含む。決定した添加量の液体着色剤を、溶解中
の又は溶解した母材となるプラスチック材料に加える（９１０）。
【００４９】
　次に、溶解した着色プラスチックを型穴に注入して、最終色の成型プラスチックを形成
する（９１２）。次に、着色成型プラスチックを射出成形型から取り出す（９１４）。
【００５０】
　図８に関連して論じたように、着色剤以外の液体を分注してもよく、射出成形システム
以外の成形システムを使用してもよい。こうした代替の動作原理もまた、図９のブロック
図から理解することができる。
【００５１】
　押出成形、ブロー成形、フィルム製造等を含む様々なプロセスで用いるために、液体デ
ィスペンサを使用して液体を分注することができる。特に、様々な製品（例えば、瓶）を
着色するために、液体着色剤を使用することができる。いくつかの他の実施では、液体デ
ィスペンサを使用して、ろうそく用ワックス及びワインボトルのシールを着色するための
着色剤を分注する、熱硬化プラスチックの触媒を分注する、及び単一又は複数成分の接着
剤及びシーラントを分注することができる。
【００５２】
　本明細書に記載の操作、特に、特定の量の液体を分注するようにポンプを駆動するため
のモータのプロセスコマンドは、１つ以上のコンピュータ可読記憶装置に保存されたデー
タ、又は他の供給源から受信したデータに対してデータ処理装置が実行する操作として実
行され得る。
【００５３】
　「データ処理装置」という用語は、例としてプログラム可能なプロセッサ、コンピュー
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タ、チップ上のシステム、又は前記の複数のもの若しくは前記の組み合わせを含む、デー
タ処理用の全ての種類の装置、機器、及び機械を包含する。装置は、専用論理回路、例え
ば、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）又はＡＳＩＣ（特定用途向け集
積回路）を含み得る。装置は、ハードウェアに加えて、当該コンピュータプログラム用の
実行環境を生成するコード、例えば、プロセッサファームウェア、プロトコルスタック、
データベース管理システム、オペレーティングシステム、クロスプラットホーム実行時環
境、仮想マシン、又はそれらの１つ以上の組み合わせを構成するコードも含むことができ
る。装置及び実行環境は、ウェブサービス、分散コンピューティング及びグリッドコンピ
ューティングインフラストラクテャなどの種々の異なるコンピューティングモデルインフ
ラストラクテャを実現することができる。
【００５４】
　コンピュータプログラム（プログラム、ソフトウェア、ソフトウェアアプリケーション
、スクリプト、又はコードとしても知られる）は、コンパイラ型又はインタープリタ型言
語、宣言又は手続き形言語などのプログラミング言語の任意の形態で書かれることもでき
、独立プログラムとして、又はモジュール、コンポーネント、サブルーチン、オブジェク
ト、若しくはその他のコンピューティング環境での使用に好適なユニットとしてなど、任
意の形態で配布されてもよい。コンピュータプログラムは、１つのコンピュータ上で、又
は一箇所に配置されるか若しくは複数箇所に分布して通信ネットワークで相互接続された
複数のコンピュータ上で、実行されるように配布され得る。
【００５５】
　あるいは又はこれに加えて、プログラム命令は、コンピュータ記憶媒体、コンピュータ
可読記憶装置、コンピュータ可読記憶基盤、ランダム若しくは順次アクセスメモリアレイ
若しくはメモリ素子、又はそれらの１つ以上の組み合わせ上にエンコードされることがで
きる、又はこれらに含まれることができる。更に、コンピュータ記憶媒体は、伝播信号で
はないが、人工的に生成された伝播信号にコード化されたコンピュータプログラム命令の
発信元又は受信先であってもよい。また、コンピュータ記憶媒体は、１つ以上の別個の物
理コンポーネント若しくは媒体（例えば、複数のＣＤ、ディスク、又はその他の記憶装置
）であってもよく、又はそれらに含まれていてもよい。
【００５６】
　本明細書に記載のプロセス及び論理流量は、入力データに基づく操作及び出力の生成に
より動作を実行するように、１つ以上のコンピュータプログラムを実行する１つ以上のプ
ログラム可能なプロセッサにより実行されることができる。プロセス及び論理流量は、専
用論理回路、例えば、ＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）又はＡＳＩＣ
（特定用途向け集積回路）により実行されることもでき、装置は、専用論理回路として実
装されることもできる。
【００５７】
　コンピュータプログラムの実行に好適なプロセッサには、例として、一般用及び専用の
両方のマイクロプロセッサ、及び任意の種類のデジタルコンピュータの任意の１つ以上の
プロセッサが挙げられる。一般に、プロセッサは、命令及びデータを、読み取り専用メモ
リ又はランダムアクセスメモリ又は両方から受け取る。コンピュータの主要成分は、命令
に従って動作を実行するためのプロセッサ、及び命令及びデータを保存するための１つ以
上のメモリ装置である。コンピュータプログラムの命令及びデータを保存するために好適
なデバイスには、不揮発性メモリ、メディア、及びメモリ装置の全ての形態が挙げられ、
一例として、半導体メモリ装置、例えばＥＰＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、及びフラッシュメモ
リ装置；磁気ディスク、例えば内部ハードディスク、又はリムーバブルディスク；光磁気
ディスク；並びにＣＤ－ＲＯＭ及びＤＶＤ－ＲＯＭディスクが挙げられる。
【００５８】
　ユーザーとの対話を提供するために、本明細書に記載される主題の実施形態は、情報を
ユーザーに表示するためのディスプレイ装置、例えばＣＲＴ（ブラウン管）又はＬＣＤ（
液晶ディスプレイ）モニター、並びに、キーボード及びポインティングデバイス、例えば
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ユーザーが入力をコンピュータに提供できるマウス又はトラックボールを有するコンピュ
ータ上で実施することができる。その他の種類の装置を使用して、同様にユーザーとの対
話を提供することができ、例えば、ユーザーに提供されるフィードバックは、任意の形態
の感覚フィードバック、例えば、視覚フィードバック、聴覚フィードバック、又は触覚フ
ィードバックであってもよく、ユーザーからの入力は、音響入力、音声入力、又は触覚入
力などの任意の形態で受信されてもよい。更に、コンピュータは、ユーザーが使用するデ
バイスに対して文書を送受信することにより、例えば、ユーザーのクライアントデバイス
上のウェブブラウザから受信された要求に応じてウェブブラウザにウェブページを送信す
ることにより、ユーザーと対話することができる。
【００５９】
　本発明は、多くの実施形態で表わされることができ、それらのいくつかを以下に記載す
る。
【００６０】
　実施形態１．容器への取り入れポート、及びポンプが作動されると液体容器から液体を
分注するように構成された出口ポートと連結されたポンプを含む一体型ポンプキャップと
連結された液体容器を備える装置。
【００６１】
　実施形態２．
　一体型ポンプキャップを有する液体容器と、
　特定の量の液体を分注するために前記一体型ポンプキャップの中のポンプを駆動するよ
うに構成された、前記液体容器と連結されたモータと、
　前記液体容器から分注された前記液体が装置によって受容されるように、前記液体容器
と連結された装置と、を備えるシステム。
【００６２】
　実施形態３．特定の量の液体を分注する方法であって、
　特定の量の液体を分注するためのコマンドを受信することと、
　一体型ポンプキャップの中のポンプを備える液体容器と連結されたモータを始動するこ
とと、
　前記特定の量の液体が前記液体容器から分注されたら前記モータを停止させることと、
を含む。
【００６３】
　実施形態４．前記液体容器が、外装容器とインナーライナーとを備える、実施形態１～
３のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【００６４】
　実施形態５．前記外装容器が剛性であり、前記インナーライナーが可撓性である、実施
形態４に記載の装置、システム、又は方法。
【００６５】
　実施形態６．前記剛性の外装容器が通気孔を有し、前記液体容器から液体が取り出され
ると、前記可撓性インナーライナーが圧潰する、実施形態５に記載の装置、システム、又
は方法。
【００６６】
　実施形態７．前記液体容器が、圧力を加えられる、実施形態１～６のいずれか１つに記
載の装置、システム、又は方法。
【００６７】
　実施形態８．液体が前記液体容器から分注されているとき、前記液体容器が前記一体型
ポンプキャップの上方に位置付けられる、実施形態１～７のいずれか１つに記載の装置、
システム、又は方法。
【００６８】
　実施形態９．液体が、使用中に重力下で前記液体容器から流れ出る、実施形態１～８の
いずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
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【００６９】
　実施形態１０．液体が前記液体容器から分注されているとき、前記液体容器が前記モー
タの上方に位置付けられる、実施形態２～９のいずれか１つに記載のシステム又は方法。
【００７０】
　実施形態１１．液体が前記液体容器から分注されているとき、前記液体容器が前記一体
型ポンプキャップの下方に位置付けられる、実施形態１～７のいずれか１つに記載の装置
、システム、又は方法。
【００７１】
　実施形態１２．前記一体型ポンプキャップが、前記液体容器と取り外し可能に連結され
る、実施形態１～１１のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【００７２】
　実施形態１３．前記一体型ポンプキャップが、ねじ付きリングによって前記液体容器と
取り外し可能に連結される、実施形態１～１２のいずれか１つに記載の装置、システム、
又は方法。
【００７３】
　実施形態１４．前記ねじ付きリングが、前記液体容器上の対応するねじと係合する、実
施形態１３に記載の装置、システム、又は方法。
【００７４】
　実施形態１５．前記一体型ポンプキャップが、クイックコネクタによって前記液体容器
と取り外し可能に連結される、実施形態１～１２のいずれか１つに記載の装置、システム
、又は方法。
【００７５】
　実施形態１６．前記一体型ポンプキャップが、溶接部又は接着剤によって前記液体容器
と連結される、実施形態１～１２のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【００７６】
　実施形態１７．前記液体容器から分注される液体の量が、液体の重量に基づく、実施形
態１～１６のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【００７７】
　実施形態１８．前記液体容器から分注される液体の量が、前記液体の容量に基づく、実
施形態１～１６のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【００７８】
　実施形態１９．前記ポンプがＧ－ロータポンプである、実施形態１～１８のいずれか１
つに記載の装置、システム、又は方法。
【００７９】
　実施形態２０．前記ポンプが蠕動ポンプである、実施形態１～１８のいずれか１つに記
載の装置、システム、又は方法。
【００８０】
　実施形態２１．前記ポンプが注射器ポンプである、実施形態１～１８のいずれか１つに
記載の装置、システム、又は方法。
【００８１】
　実施形態２２．前記ポンプが弾性隔膜ポンプである、実施形態１～１８のいずれか１つ
に記載の装置、システム、又は方法。
【００８２】
　実施形態２３．モータを更に備える、実施形態１に記載の装置。
【００８３】
　実施形態２４．前記一体型ポンプキャップが、前記ポンプを前記モータに連結するため
のモータ連結具を有する、実施形態２～２３のいずれか１つに記載の装置、システム、又
は方法。
【００８４】
　実施形態２５．前記モータが電動モータである、実施形態２４に記載の装置、システム



(14) JP 5997165 B2 2016.9.28

10

20

30

40

50

、又は方法。
【００８５】
　実施形態２６．前記モータが空気モータである、実施形態２４に記載の装置、システム
、又は方法。
【００８６】
　実施形態２７．前記モータが油圧モータである、実施形態２４に記載の装置、システム
、又は方法。
【００８７】
　実施形態２８．前記モータが圧電モータである、実施形態２４に記載の装置、システム
、又は方法。
【００８８】
　実施形態２９．前記モータが機械的モータである、実施形態２４に記載の装置、システ
ム、又は方法。
【００８９】
　実施形態３０．前記モータが、前記モータ連結具に回転エネルギーを伝達する、実施形
態２４～２９のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【００９０】
　実施形態３１．前記モータが、前記モータ連結具に直線エネルギーを伝達する、実施形
態２４～２９のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【００９１】
　実施形態３２．前記一体型ポンプキャップが、前記モータ連結具と連結された軸と連結
される第１のロータを更に備える、実施形態２４～３１のいずれか１つに記載の装置、シ
ステム、又は方法。
【００９２】
　実施形態３３．前記一体型ポンプキャップが、前記第１のロータの動きに応答して動く
第２のロータを更に備える、実施形態３２に記載の装置、システム、又は方法。
【００９３】
　実施形態３４．前記第１のロータが少なくとも１つのローブを備え、前記第２のロータ
が少なくとも１つのスロットを備え、前記第１のロータの前記少なくとも１つのローブが
前記第２のロータの前記少なくとも１つのスロットと係合して前記第１のロータの前記動
きに応答して前記第２のロータを動かし、前記第１のロータのローブの数が、前記第２の
ロータのスロットの数と異なる、実施形態３３に記載の装置、システム、又は方法。
【００９４】
　実施形態３５．前記軸が、前記第１のロータの実質的に中心で前記第１のロータと交差
し、前記第２のロータの中心から外れて前記第２のロータと交差する、実施形態３３又は
３４に記載の装置、システム、又は方法。
【００９５】
　実施形態３６．前記モータが、前記モータの動作を制御するようにプログラムされるこ
とができるコントローラを更に備える、実施形態２～３５のいずれか１つに記載のシステ
ム又は方法。
【００９６】
　実施形態３７．前記装置が成形装置である、実施形態２及び４～３６のいずれか１つに
記載のシステム。
【００９７】
　実施形態３８．前記成形装置が射出成形装置である、実施形態３７に記載のシステム。
【００９８】
　実施形態３９．前記成形装置が射出ブロー成形装置である、実施形態３７に記載のシス
テム。
【００９９】
　実施形態４０．前記成形装置がブロー成形装置である、実施形態３７に記載のシステム
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【０１００】
　実施形態４１．前記成形装置が押出ヘッドである、実施形態３７に記載のシステム。
【０１０１】
　実施形態４２．前記成形装置が、プラスチック樹脂を溶解するための加熱装置を更に備
える、実施形態３７～４１のいずれか１つに記載のシステム。
【０１０２】
　実施形態４３．前記液体容器によって分注される前記液体が着色剤である、実施形態１
～４２のいずれか１つに記載のシステム。
【０１０３】
　実施形態４４．前記液体容器によって分注される前記液体が、前記成形装置によって受
容されるプラスチック樹脂を着色するために使用される着色剤である、実施形態４２に記
載のシステム。
【０１０４】
　実施形態４５．前記プラスチック樹脂が中間色を有し、分注される液体着色剤の量が、
前記プラスチック樹脂に調整された色（tailored color）を付与するように選択される、
実施形態４４に記載のシステム。
【０１０５】
　実施形態４６．前記液体容器から分注される前記液体が、接着剤、セメント、着色剤、
コーティング、洗剤、エポキシ樹脂、染料、充填剤、ナノ材料、油、塗料、ペースト、顔
料、高分子添加物、シーラント、染色剤、トナー、ワニス、及びワックスからなる群から
選択される、実施形態１～３６のいずれか１つに記載の装置、システム、又は方法。
【０１０６】
　本明細書は多くの具体的な実施の詳細を含んでいるが、これらは本発明の範囲又は請求
され得る事項の範囲において制限として解釈されるべきではなく、むしろ本発明の特定の
実施形態に特有の特徴の説明として解釈されるべきである。別個の実施形態の状況で本明
細書に記載された特定の特徴は、１つの実施形態で組み合わせて実施されることもできる
。反対に、１つの実施形態の状況で記載された種々の特徴は、複数の実施形態で別々に、
又は任意の好適な一部の組み合わせで実施されることもできる。更に、特徴は、特定の組
み合わせで機能するように上述され、更にそのように最初に請求されることがあるが、組
み合わせて請求された１つ以上の特徴は、場合によっては組み合わせから削除されてもよ
く、請求された組み合わせは、一部の組み合わせ又は一部の組み合わせの変形を目的とし
てもよい。
【０１０７】
　同様に、操作は、特定の順序で図面に示されているが、望ましい結果を達成するために
、このような操作を示された特定の順序若しくは一連の順序で実行したり、又は全ての例
示の操作を実行したりする必要があると理解されるべきではない。場合によっては、「請
求項の範囲」に記載された動作は、異なる順序で実行するといっそう望ましい結果を達成
することがある。特定の状況では、マルチタスキング及び並列処理が有利なことがある。
更に、上記の実施形態で種々のシステムコンポーネントを分離することは、全ての実施形
態でこのような分離が必要と理解されるべきではなく、記載のプログラムコンポーネント
及びシステムは、一般に１つのソフトウェア製品に共に組み込まれるか又は複数のソフト
ウェア製品にパッケージ化され得ることが理解されるべきである。
【０１０８】
　このように、本主題の特定の実施形態を記載した。その他の実施形態は、以下の請求項
の範囲内にある。
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